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演　題　名
○発表者氏名
　所属機関名
1行空ける
【緒言】
　冒頭は1マス空ける。
【症例】
冒頭は1マス空ける。
【経過および予後】
冒頭は1マス空ける。
【考察】
　冒頭は1マス空ける。
【結論】
　冒頭は1マス空ける。


事前抄録例：症例報告
瘻孔を有する根尖性歯周炎の患歯の同定における
Computed Tomographyの有用性
○和達礼子
マンダリンデンタルオフィス

【緒言】
瘻孔を有する慢性根尖性歯周炎の原因歯の同定には、瘻孔開口部からガッタパーチャポイントを挿入しデンタルX線写真を撮影することが有効であるが、同定が困難な症例が存在する。今回、患歯の同定にComputed Tomography（以下CT）が有用であった症例を経験したので報告する。
【症例】
患者は42歳男性。9か月前に、上顎右側口蓋側の腫脹および自発痛のため近医を受診した。上顎右側犬歯の慢性根尖性歯周炎と診断され感染根管治療が行われたが瘻孔は消失せず、東京医科歯科大学歯学部附属病院むし歯外来(以下「当外来」)に紹介された。
【経過および予後】
当外来初診時には、上顎右側側切歯と犬歯の間の頬側歯肉縁付近に瘻孔が認められた。瘻孔開口部からガッタパーチャポイントを挿入しデンタルX線写真を撮影したところ、上顎右側犬歯歯根中央部に直径約5mmの透過像が認められ、ポイント先端は同部近心側に到達していた。
まず上顎右側犬歯に通法通り感染根管治療を施したところ、瘻孔に変化は見られなかった。そこで歯科用CT（Finecube、ヨシダ製作所）を撮像したところ、上顎右側第一小臼歯口蓋根根尖部から上顎右側犬歯の口蓋側および近心側に及ぶ画素値が低い領域が認められた。これにより、瘻孔の由来は上顎右側第一小臼歯であることが判明した。同歯は保存困難と判断し抜歯したところ、上顎右側側切歯と犬歯の間の瘻孔は消失した。
【考察】
上顎右側第一小臼歯の口蓋根の根尖病変は、上顎右側犬歯の口蓋側に進展し、同歯と上顎右側側切歯の間の陥凹部に瘻孔を形成していた。このような症例では、瘻孔開口部からガッタパーチャポイントを挿入しデンタルX線写真を撮影してもポイントは原因歯まで到達し難く、原因歯の同定は困難である。
【結論】
歯科用CTは、慢性根尖性歯周炎の原因歯と瘻孔開口部が離れている症例において、原因歯の特定に極めて有用であった。


事前抄録例：実験研究
R相ニッケルチタンファイルの相変態挙動が
周期疲労耐性と根管切削特性に与える影響
○五味　涼子1)、 伊澤　真人1)、 辻本　恭久1、2)
 1)日本大学松戸歯学部歯内療法学講座、2)日本大学口腔科学研究所

【目的】
近年、相変態により高い柔軟性と耐疲労性を有するR相Ni-Ti fileが登場した。本研究の目的は、R相Ni-Ti fileにおける相変態挙動の違いが周期疲労耐性と根管切削特性に与える影響について検討することである。
【材料および方法】
実験には熱処理前のNRT fileとNRT file（NRT）を用いた。
1 X線回折（XRD）：室温（22±2°C）での結晶構造を同定するために、XRDを行った。　
2 示差走査熱量測定（DSC）：相変態挙動を調べるため、DSCを行った。　
XRDとDSC測定の試料にはそれぞれのfileの刃部形成前のワイヤーを用いた。
3 周期疲労破断試験：06/#25および06/#40について周期疲労破断試験を行った。
4 根管切削特性：06/#25、 06/#30、 06/#35、 06/#40を用いて、30度のＪ字形湾曲をもつ透明樹脂製湾曲根管模型の根管形成を行った。形成前後の画像を画像処理ソフトを用いて重ね合わせ、根管の外湾側と内湾側の根管幅径増加量を計測した。 また、 形成に伴う根管中心部の変位の指標としてcentering ability（得られた内・外湾側の根管幅径増加量の小さい値／大きい値）を用いた。
各試験結果から得られたデータはStudent’s t 検定にて統計処理を行った。
【結果】
XRDでは、室温における結晶構造はNRT-Nはオーステナイト相、 NRTはR相であった。 DSCでは、ARf点はNRT-Nで23.20±3.33°C、 NRTは40.45 ± 2.63°Cであった。周期疲労破断試験では、fileのサイズにかかわらず、 NRT-Nに比較しNRTで有意に周期疲労耐性が高かった（p < 0。01）。切削特性の評価では、 #25まで拡大した時の5㎜地点の内湾側の根管幅径増加量、#40での0㎜地点の外湾側の根管幅径増加量が、NRT-Nで有意に大きかった（p < 0。05）。 また、#30および#35での0㎜地点のcentering abilityは、NRTで有意に大きかった（p < 0。05）。
【考察】
NRTでは変態点が室温よりも高いために、 室温でもR相が現れた。 その結果、 NRTの周期疲労耐性はNRT-Nに比較し向上した。 また、 NRTで根管形成した際のcentering abilityはNRT-Nに比較し向上した。
【結論】
湾曲根管の根管形成には、周期疲労耐性および根管切削特性の観点から、R相Ni-Ti file は有益であると考えられた。

